
解 説

会計

米国財務会計基準審議会（FASB）

は2010年３月11日、財務会計概念書

案（公開草案）「財務報告のための

概念フレームワーク：報告企業」

（以下「本公開草案」という。）を公

表した。本公開草案は、FASBと、

国際会計基準審議会（IASB）との

共同プロジェクトである、概念フレー

ムワーク・プロジェクトの中の報告

企業フェーズの成果であり、両ボー

ドが、2008年５月に公表した討議資

料「財務報告のための概念フレーム

ワーク：報告企業」（以下「討議資

料」という。）に寄せられた84通の

コメントや、市場関係者との議論を

とおして得た意見を検討した上で、

作成されたものである。IASBも同

日、同じ内容の公開草案を公表して

いる。

筆者は、FASBのスタッフとして、

概念フレームワーク・プロジェクト

に参加し、本公開草案の起草に携わっ

てきたことから、本稿では、本公開

草案について解説する。FASBのボー

ド・メンバーやスタッフが、個人の

見解を表明することは奨励されてお

り、本稿では、筆者個人の見解が表

明されている。会計上の問題に関す

るFASBとIASBの公式見解は、それ

ぞれのボードの厳正なデュー・プロ

セス、審議を経たものに限られてい

る。

本公開草案は、財務報告の目的と

報告企業の概念の関係について、次

のように述べている。

財務報告の目的が「報告企業」に

言及しているため、報告企業の概念

は、これの意味するところを明らか

にすることを通じて、よりよく財務

報告の目的を達成することを意図し

ている。

なお、ここでいう「企業」1は、法

律上の企業に限定していないことに

留意する必要がある。

［説明］

IASBの「財務諸表の作成及び表

示のためのフレームワーク」は、そ

の第８項において、「報告企業とは、

その企業に関する財務情報の主たる

源泉として、財務諸表に依拠する利

用者が存在する企業である」と定義

している。FASBの財務会計概念書

は、報告企業の定義や、報告企業を

特定する方法に関する議論を含んで

いない。

本公開草案は、報告企業を、次の

ように説明している。
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はじめに

財務報告の目的と報告

企業の概念の関係

一般目的の財務報告の目的は、

企業に資源を提供するかどうかの

意思決定を行ったり、企業の経営

者及び統治機関が、提供された資

源を効率的かつ効果的に使用した

かどうかの評価を行ったりする上

で、有用な、報告企業に関する財

務情報を提供することにある。報

告企業の概念は、この目的をより

よく達成することを意図している。

報告企業とは何か
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討議資料は、「報告企業とは、現

在及び将来の、株主、貸付者、及び

その他の資本提供者にとって関心の

ある、事業活動の画定された領域で

ある」と説明していた。この説明に

ついて、討議資料へのコメント提出

者は、主に以下の２つの点を指摘し

た。

まず、株主、貸付者、及びその他

の資本提供者の「関心」が何である

かを明確にすべきである、というこ

とである。両ボードは、財務報告の

目的と結び付け、この「関心」が、

企業に資源を提供するかどうかの意

思決定を行ったり、企業の経営者及

び統治機関が、提供された資源を効

率的かつ効果的に使用したかどうか

の評価を行ったりする上で、必要な

情報を入手することであるとした。

次に、「事業活動」における「事

業」が、両ボードの事業結合会計基

準に定義されている「事業」と同じ

であるかどうかを明確にすべきであ

る、ということである。両ボードは、

事業結合会計基準における「事業」

は、異なる目的で定義されたもので

あり、報告企業の概念にもこの定義

を用いるには、あまりにも限定的で

ある、との結論に至った。「事業」

を「経済」に置き換えれば、このよ

うな問題は発生せず、また、非営利

企業に概念を適用する場合に、「経

済」という用語の方が適切である可

能性が高いことから、両ボードは、

「事業」を「経済」に置き換えるこ

とにした。

［報告企業の３つの特徴］

本公開草案は、報告企業には、次

のような特徴があると述べている。

前述のように、討議資料は、報告

企業を「事業活動の画定された領域」

である、と説明していた。これにつ

いて、討議資料へのコメント提出者

は、活動を休止している企業や、操

業を開始していない企業が、報告企

業になることができない可能性があ

る、と指摘した。両ボードは、これ

らの企業が報告企業となることを禁

止することを意図しておらず、経済

活動は、現に遂行されているか、こ

れまで遂行されていたか、これから

遂行されればよいことを確認し、報

告企業の特徴の１つに挙げることに

より、この点を明示することにした。

また、本公開草案は、報告企業の

３つの特徴の適用に関連して、次の

ように述べている。

法律上の企業と、企業の一部分に

ついて、本公開草案は、以下のよう

に、さらに詳しく述べている。

［法律上の企業］

本公開草案は、法律上の企業につ

いて、次のように述べている。
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報告企業とは、企業に資源を提

供するかどうかの意思決定を行っ

たり、企業の経営者及び統治機関

が、提供された資源を効率的かつ

効果的に使用したかどうかの評価

を行ったりする上で、必要な情報

を、直接、入手することができな

い、現在又は将来の、株主2、貸

付者、及びその他の債権者にとっ

て、その財務情報が有用である可

能性のある、経済活動の画定され

た領域である。 報告企業には３つの特徴がある。

・ 企業の経済活動が、現に遂行

されているか、これまで遂行さ

れていたか、これから遂行され

る。

・ 企業の経済活動を、他の企業、

及び企業が存在する経済環境か

ら客観的に識別することができ

る。

・ 企業の経済活動に関する財務

情報が、企業に資源を提供する

かどうかの意思決定を行ったり、

企業の経営者及び統治機関が、

提供された資源を効率的かつ効

果的に使用したかどうかの評価

を行ったりする上で、有用であ

る可能性がある。

これらの特徴は、報告企業を特

定する上での必要条件であるが、

必ずしも十分条件ではない。

特定の状況において、報告企業

を特定するに当たっては、現に遂

行されているか、これまで遂行さ

れていたか、これから遂行される、

経済活動の範囲を考慮しなければ

ならない。法律上の企業3の存在

は、報告企業を特定する上で、必

要条件でも、十分条件でもない。

報告企業には、２つ以上の企業を

含めることができ、逆に、単一の

企業の一部分であってもよい。

経済活動を遂行する、単一の法

律上の企業で、他の企業を全く支

配していない企業は、報告企業の

要件を満たす可能性が高い。すべ

てではないにしても、ほとんどの

法律上の企業は、報告企業となる

可能性がある。しかし、例えば、あ

る企業の経済活動が他の企業の経

済活動と混在しており、これらの

企業の経済活動を客観的に識別す

る基礎が存在しない場合には、単

一の法律上の企業が、報告企業の

要件を満たさない可能性がある。
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討議資料へのコメント提出者の中

には、すべての法律上の企業は、そ

れ自身、報告企業の要件を満たす、

と主張する者がいた。しかし、両ボー

ドは、２つの法律上の企業の境界が

形だけのものであることがあるため、

この主張を退けた。例えば、２つの

法律上の企業について、それぞれの

経済活動を客観的に識別できなくな

るほどに、資源、請求権、及び活動

が混在していることがある。このよ

うな場合、２つの法律上の企業が、

併せて単一の報告企業を構成してい

る可能性が高い。

［企業の一部分］

本公開草案は、企業の一部分につ

いて、次のように述べている。

経済活動の多くは、会社、信託、

パートナーシップ又は法人格のある

社団等、法律上の仕組みを用いて遂

行されているが、すべての経済活動

がそのように遂行されているわけで

はない。経済活動の中には、法律上

は所有者から分離していない、個人

事業によって遂行されるものがある

が、銀行からの融資を模索する場合

や、経済活動の潜在的な買い手に情

報を提供する場合等、このような経

済活動に関連して、一般目的の財務

報告に対するニーズがある場合があ

る。法域によっては、在外企業の法

人格のない支店が、その支店の、現

在及び将来の、貸付者又はその他の

債権者に財務情報を提供することを

要求されていることがある。

［支配の概念］

① 概念フレームワークにおける取

扱い

討議資料は、企業による他の企業

の支配について、詳細に論点の検討

を行った。討議資料へのコメント提

出者は、一般に、両ボードの予備的

見解に賛同したが、コメント提出者

の中には、これらの論点は、概念フ

レームワークではなく、会計基準に

おいて扱うべきである、と主張する

者もいた。両ボードは、この意見に

同意し、概念フレームワークでは、

企業による他の企業の支配を一般的

な表現によって定義し、詳細は会計

基準において定めることを決定した。

② 資産の定義との関係

支配の概念は、既存の概念フレー

ムワークの資産の定義と、単一の報

告企業として報告すべき、企業グルー

プの構成を決定するための会計基準

（連結に関する会計基準）の双方に

おいて使用されている。両ボードは、

単一の報告企業として報告すべき、

企業グループの構成を決定するため

の基礎を、資産の定義に揃える必要

はない、という討議資料における見

解を再確認した。既存の概念フレー

ムワークの資産の定義は、「企業」

に言及しているため、企業の構成要

素を決定するために資産の定義を使

用することは循環論法であるという

こともできる。また、同じ論法は、

負債の定義や、その他の財務諸表の

構成要素にも適用することができる。

したがって、両ボードは、報告企業

の概念は、報告する企業の構成要素

をまず決定し、その後で、その企業

に対して資産（及びその他の財務諸

表の構成要素）の定義を適用すべき

である、との結論に至った。

③ 支配の定義

本公開草案は、企業による他の企

業の支配について、次のように述べ

ている。

一般的な意味で、支配は、力、特

に、何かを指図する力と同義である、

と考えることができる。しかし、財

務報告においては、ある企業が、第

三者の受託者又は代理人として、他

の企業に対し力を有しているような

場合を除外するため、支配に、便益

に関する要素が含まれる。このこと

は、現在、使用されている会計基準

の全部ではないにしても、そのほと

んどと整合している。

企業による他の企業の支配は、力

と便益の双方に言及している。便益

は、正となることも負となることも

あり、大まかに、「リスクと経済価

値」と表現することもできる。討議

資料へのコメント提出者の中には、

グループ報告企業の構成をリスクと
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法域によっては、これらの企業が

法律の下でも別個の企業であるか

どうかについて問題となる可能性

がある。

企業の一部分は、その一部分を

企業の他の部分から識別すること

ができ、かつ、企業の一部分につ

いての財務情報が、その一部分に

資源を提供するかどうかの意思決

定を行う上で、有用である可能性

がある場合に、報告企業の要件を

満たすことがある。例えば、潜在

的な株主は、企業の支店又は部門

の買収を検討していることがある。

連結財務諸表

企業は、自らのために便益を生

成する（又は損失を制限する）よ

うに、他の企業の活動を指図する

力を有している場合に、この他の

企業を支配している。
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経済価値のみに基づき行う（すなわ

ち、力の概念を用いない）ことを強

く主張する者がいた。討議資料にお

いて、両ボードは、リスクと経済価

値の概念は、それだけでは、グルー

プ報告企業の構成を決定するための、

概念的に堅固な基礎にならない、と

の見解を示した。リスクと経済価値

の概念は、その基本的な考え方があ

まりにも大まかであるために、グルー

プに含める対象について、合理的か

つ必要な制限を設けるためには、リ

スクへのエクスポージャー又は経済

価値を受け取る権利の最低水準等、

何らかの数値規準を設けることが必

要になる。討議資料へのコメント提

出者のほとんどは、リスクと経済価

値の概念のみにより、グループ報告

企業の構成を決定することは適切で

はない、と両ボードの見解に同意し

た。

［共同支配］

本公開草案は、共同支配について、

次のように述べている。

討議資料へのコメント提出者の中

には、２つ以上の企業が他の企業の

活動を指図する力を共有している場

合にどのように報告企業を決定する

のかについて、明確にすることを要

求する者がいた。両ボードは、２つ

以上の企業が他の企業を共同支配し

ている場合、この他の企業の活動を

指図する力を共有している企業は、

いずれも、この他の企業を支配して

いない、との結論に至った。

［重要な影響力］

本公開草案は、重要な影響力につ

いて、次のように述べている。

両ボードには、「重要な影響力」

と呼ばれる関係について報告するた

めの会計基準がある。IAS第28号

「関連会社に対する投資」は、「重要

な影響力」を、「被投資会社の財務

及び営業に関する方針に対する支配

又は共同支配ではないものの、これ

らの方針に関する意思決定に参加す

る力」であると定義している。FASB

による会計基準のコード化体系Topic

323「投資－持分法及びジョイント・

ベンチャー」（当初、会計原則審議

会（APB）意見書第18号「普通株式

への投資のための持分法による会計

処理」として公表）も、同様に定義

している。両ボードは、企業が、他

の企業に対して「重要な影響力」を

有している場合、その企業は、他の

企業を支配していない、という予備

的見解を再確認した。支配とは異な

り、重要な影響力は、排他的ではな

い。他の企業を支配できるのは、１

つの企業のみであるが、複数の企業

が、他の企業に対して、重要な影響

力を有することができる。

［連結財務諸表］

本公開草案は、連結財務諸表につ

いて、次のように述べている。

経済活動が、単一の法律上の企業

によって遂行され、その企業が、他

の企業を支配していない場合には、

報告企業の境界を特定することは、

通常、難しいことではない。しかし、

同じ（又は相当類似した）経済活動

は、１つの企業が他の企業を支配す

る形で、２つ以上の企業を用いて遂

行することもできる。

次のような例を考える。企業Ａは、

同一企業内で２つの経済活動を遂行

している。企業Ａから、企業Ａの株

主、貸付者、及びその他の債権者へ

の、将来のキャッシュ・フローの見

込みは、２つの経済活動が成功する

かどうかに依存している。これらの
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２つ以上の企業が、自らのため

に便益を生成する（又は損失を制

限する）ように、他の企業の活動

を指図する力を共有していること

がある。この場合、この他の企業

の活動を指図する力を共有してい

る企業は、いずれも、個別にはこ

の他の企業を支配していない。し

たがって、これらの企業は、いずれ

も、自らとこの他の企業を連結ベー

スで情報を表示することはない。

ある企業が、他の企業に対して、

「重要な影響力」を有している場

合、その企業は、この他の企業を

支配していない。ある企業が、他

の企業の活動に影響を与えること

ができるものの、実際にそれらの

活動を指図することができない場

合には、この他の企業に対して力

を有していることにはならない。

ある企業が他の企業を支配して

いる場合、支配企業から、その株

主、貸付者、その他の債権者に流

入するキャッシュ・フロー及びそ

の他の便益は、被支配企業から得

られるキャッシュ・フロー及びそ

の他の便益に大きく依存すること

が多く、被支配企業から得られた

キャッシュ・フローやその他の便

益は、被支配企業の活動と、支配

企業のこれらの活動に対する指図

に依存している。したがって、１

つ以上の企業を支配する企業が財

務報告書を作成する場合、その企

業は連結財務諸表を作成すべきで

ある。連結財務諸表は、最も多く

の利用者にとって有用な情報を提

供する可能性が最も高い。
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経済活動について、そのリスクの高

さ、予想収益率、拡張の機会、その

他の重要な要因が異なっている可能

性があるため、企業のキャッシュ・

フローの見込みは、経営者がこれら

の経済活動の間でどのように資源を

配分するかによって影響を受ける。

例えば、株主は、一方の経済活動に

投資をしながら、同時に他方の経済

活動に投資をしない、ということは

できない。したがって、これらの経

済活動は、共に、企業Ａという経済

活動の画定された領域の一部となる。

企業Ｂは、企業Ａと同じ２つの経

済活動を遂行しているが、２つの法

律上の企業を使用している。第１の

法律上の企業は１つ目の経済活動を

遂行し、同時に、２つ目の経済活動

を遂行する、第２の法律上の企業の

全株式を保有している。この場合、

第１の法律上の企業の経営者又は統

治機関は、第１の法律上の企業につ

いては直接的に、第２の法律上の企

業については、その経営者又は統治

機関の構成員の選出に参加する能力

を通じて間接的に、２つの法律上の

企業に対し、力を有している。第１

の法律上の企業の株主は、２つの経

済活動に投資をしており、そのリター

ンは、２つの法律上の企業を、併せ

て１つの単位としてみた場合の、成

功又は失敗に依存する。

企業Ｂは、企業Ａと構造が異なっ

ているが、直接、必要な情報を入手

することができない、２つの法律上

の企業の株主、貸付者、及びその他

の債権者の、最も多くの者にとって、

その財務情報が有用である可能性の

ある、経済活動の画定された領域に

は、２つの法律上の企業の経済活動

が含まれることになる。

連結財務諸表は、支配企業と、こ

れが支配するすべての被支配企業の、

資源、これに対する請求権、並びに、

これらの資源及び請求権の変動に関

する情報を含んでいる。両ボードは、

１つ以上の企業を支配する企業が財

務報告書を作成する場合、連結財務

諸表を表示すべきである、との結論

に至った。

［個別財務諸表］

法域によっては、企業が１つ以上

の企業を支配する場合に、個別財務

諸表と連結財務諸表を表示すること

が一般的である。前述のように、両

ボードは、１つ以上の企業を支配す

る企業が、財務報告書を作成する場

合、連結財務諸表を表示すべきであ

る、との結論に至った。しかし、両

ボードはまた、個別財務諸表も、連

結財務諸表と共に表示される場合に

は、有用な情報を提供することがあ

る、との結論に至った。例えば、個

別財務諸表は、被支配企業からの資

金の移転に依存することなく、支配

企業が合法的に支払うことができる

配当水準を評価する上で、有用であ

会計・監査ジャーナル No.658 MAY 201058

その他の種類の財務諸表

支配企業は、それが支配する企

業の経済的資源と、これに対する

請求権と、これらの経済的資源や

請求権の変動に関する情報ではな

く、被支配企業への投資とその投

資に対するリターンに関する情報

を提供する財務諸表を表示するこ

とがある。このような「個別財務

諸表」は、連結財務諸表とともに

表示される場合に、有用な情報を

提供することがある。



会計

ることがある。

結合財務諸表

前述のように、両ボードは、１つ

以上の企業を支配する企業が、財務

報告書を作成する場合、連結財務諸

表を表示すべきであるとの結論に至っ

た。しかし、すべての支配企業が財

務報告書を作成するわけではない。

例えば、支配企業が、個人であった

り、家族のように個人のグループで

あったりすることがある。この場合、

結合財務諸表は、共通支配下にある

複数の企業を１つのグループとして、

これに関する有用な情報を提供する

ことがある。

両ボードは、現在、すべての種類

の企業に適用される、連結に関する

共通の会計基準の開発に共同で取り

組んでいる。討議資料へのコメント

提出者の中には、両ボードの連結プ

ロジェクトが完了してから、報告企

業の概念の作業に取り組むべきであ

る、と主張する者もいた。しかし、

概念フレームワークの主目的は、会

計基準の開発を支援することであり、

このことは、会計基準よりも概念の

開発が優先されることを示唆してい

る。また、報告企業の概念は、一般

的な表現によって説明されており、

この概念が、会計基準レベルのプロ

ジェクトにおいて、両ボードがこれ

までに達した結論と矛盾する可能性

は低い。したがって、両ボードは、

本公開草案の公表及び報告企業の概

念の完成は、連結に関する共通の会

計基準が公表されるまで遅らせるべ

きではない、との結論に至った。な

お、概念フレームワークは、会計基

準を開発する際の基礎となるが、適

用に当たって、概念フレームワーク

と会計基準が整合しない場合には、

会計基準が優先する。

本公開草案に対するコメント期限

は、両ボードともに2010年７月16日

であり、コメント提出者は、FASB

又はIASBのいずれかにコメントを

提出すれば、そのコメントは両ボー

ドによって検討されることになって

いる。

〈注〉

１ entityは、「主体」、「実体」、「事

業体」と訳されることがあり、本

公開草案についても、文脈によっ

ては、これらの訳の方が、意味が

とおりやすい場合があるが、本稿

では、一貫性を重視して、「企業」

と訳している。

２ 株式会社以外の企業も想定され

ているため、厳密には正しくない

が、本稿では、equityinvestor（s）

を「株主」と訳している。

３ legalentityは、法律による裏付

けのある企業という意味で「法人」

と訳すこともできるが、本稿では、

「法律上の企業」と訳している。
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結合財務諸表には、２つ以上の

共通支配下にある企業についての

情報が含まれている。結合財務諸

表には、支配企業に関する情報が

含まれず、支配企業が財務報告書

を作成しない場合に作成されるこ

とが多い。結合財務諸表は、共通

支配下にある複数の企業を１つの

グループとして、これに関する有

用な情報を提供することがある。

おわりに

教材コード Ｊ０２０５７４

研修コード ２１０４０１

履 修 単 位 １単位



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Photoshop 5 Default CMYK)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Average
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Average
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


